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革

水道の創動ま、遠く明治2 2年の市制の施行により上水道設置の要望が高まり、明治4 3年水源地調査費

を予算に計上、調査の結果八景水谷を水源地とし、立田山を配水池とする旨の結論を得た。しかしその後

水利関係にからむ地元民の猛反対等で候補地も再三変更を余儀なくされ、交渉は困難を極めたが、大正13

年3月ようやく地元民との了解が成り、同年1 1月工費的2 28万円で竣工、通水をみたのである。その

後配水管の布設等施設拡充が続けられたが、第2次大戦により資材は不足し建設改良も思うにまかせず、

空襲による被害は施設の老朽とあいまって事業運営に重大な支障をきたし、加えて終戦後の復員や引揚者

による人口増加は必然的に配水能力の不足を招き、時間給水制限等を行わざるを得ない状態となった。

これに対処するため水源地の確保を主とした第1次拡張工事が行われたが、まず第1期工事として、旧

三菱重工KKの施設を買収した健軍に水源を求め、工費250万円で昭和2 5年8月健軍水源地が竣工1

日の配水能力も3 7,0 0Or㌔と大幅な増加を示した。

第2期工事として、昭和40年度における給水人口20万人、 1日の最大配水量6 0,00 0mlを目標と

した5カ年計画を樹立、昭和2 5年8月に着工、 -本木及び亀井の2カ所の水源地の新設、立田山配水池

の増設等総工費約3億8,2 0 9万円を投じ昭和3 1年1 1月完工を見た。

引続き昭和4 6年度における給水人口3 5万人(当初計画3 4万5千人)、1日の配水能力103,000m3

(当初計画102,000砂'mを目標とした等2測放工事を吉日乳　5カ年継続事業として昭和3 3年1月に着工、

川尻、城山両水源地の新設、徳王配水池の新設、立田山配水池の増設及び健軍水源地並びに八景水谷水系の

聴水井の増設等総工費7億9,8 0 0万円をもって昭和3 7年3月完工した.この事業により北部方面の高

台地区並びに急激に発展した東部地区への円滑な給水が可能となった。また未給水地区であった川尻、高

橋両地区もそれぞれ給水を開始した。しかしながら今日の急速な水需要は著しいものがあり、これに対処

すべく生活環境の整備、産業の振興を柱とする人口6 0万都市の未来像に向って、太市マスタープランに

沿い第3次拡張工事を計画(内容別記) 1 5カ年継続事業(当初1 0カ年)として、昭和4 1年4月着工、

現在鋭意工事を遂行中である。
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第3次拡張工事計画

一　第3次拡張工事を行うことにより、本計画開始時における配水能力129,700m3より153,300i㌔上

回る2 8 3,0 00i汐の配水が可能となる。

認可年月日

期　　　間

目標年次

基本計画

事業内容

昭和41年2月15日

昭和41年4月1日～昭和56年3月31日

昭和55年度

計画給水人口　461,000人　1日最大配水量　　　283,000m3

1人1日最大配水量　614^　　　人1日平均配水量　　　　476」

(昭54. 4. 1現在)

給 水 区 工 種 ft 摘 要

北 衷 部

取水施設費
千円

5 0 4,9 7 7 取 水井 8 カ所を設置し、岩倉山に 1 1,2 5 0 i㌔の

送水 〝 2 6 9,9 1 1 配 水池を築造し、清水町、桶団地、武蔵ケ丘団

配水 〝

小 計
9 0 3,2 7 3

1.6 7 8.1 6 1

地及び龍田町方面に配水する

北 西 部

取水施設費 1 6 2,8 1 6 取 水井 4 カ所を設置し、徳王配水池、既設分

送水 〝 3 3 2,0 4 4 3,0 0 0 r㌔と増設分 7,5 0 0 i㌔の配水池にて池田、

配水 〝

小 計
7 5 6,8 9 6

1,2 5 1,7 5 6

島崎方面の高台地区一帯へ配水する

中 部

取水施設費 2 9 5,4 8 8 取 水井 3 カ所を設置し、既設立田配水池 22 ,5 00

浄水 〟 1 4,4 7 3 m3と万 日山に 5,0 0 0 m3の配水池( 西部と兼用 )

送水 〝

配水 〝

小 計

6 4 8,8 1 4

1,0 7 2 ,9 0 2

2 ,0 3 1.6 7 7

を築造 し、旧市街地区に配水する

東 部

取水施設費 8 1 5,9 5 2 取 水井 1 0 カ所 を設置 し、健軍水源地に 24 ,0∝)

送水 〝 2 2 2 ,0 5 4 m3及び沼山津水源地に 1 8,0 0 0 m3の配水池を築

配水 〝 5 ,0 5 3,5 8 6 造 し、ポソプ圧送にて、大江、健軍方面へ配水

小 計 6 ,0▼9 1,5 9 2 す る

m

取水施設費 4 0 8 ,9 0 7 取 水井 3 カ所を設置し、城山に 2 ,0 O O i㌔の配水

浄水 〟 3 8 ,0 9 1 池及び万日山に 5,0 0 0 i㌔( 中部 と兼用 ) の配水

送水 〝

配水 〝

小 計

6 6,5 4 8

3 9 6 ,9 1 4

9 1 0,4 6 0

池で、中島、小島、八島団地方面へ配水する

南 部

取水施設費 5 3 ,5 3 5 取 水井 1 カ所を設置し、川尻水源地に 8 0 0 m3

浄水 〟

配水 . 〟

小 計

2 4 ,9 8 6

3 1 9 ,4 7 1

3 9 7.9 9 2

の配水池を築造 し、川尻方面へ配水する

託 麻

取水施設費 4 6 6 ,3 8 0 取水井 4 カ所を設置 し、小山山に 3,5 0 0 ㌦ の

送水 〝

配水 〝

小 計

2 6 3,2 7 5

1.3 0 6,4 0 2

2,0 3 6 ,0 5 7

配水池を築造 し託蘇町へ配水する

- 般 附 帯 工 事 費 1.1 6 7
測 量 設 計 委 託 料 8-5.0 9 7
事 務 費 1.1 9 0.3 7 7
合 計 15,6 7 4 ,3 3 6 ( 内起債額 1 4 ,4 8 2 ,3 0 0 )
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2　事　業　概　要

(1)給水普及状況

区分

年度

行 政 区 城 内 伽 給 水 区 域 内 靭 現在 給 水 (3 )

人 口 戸 数
普及率 ( 0/ A )

K a 戸 数
普及率 ( C/ B )

人 .口 戸 数
人 口 音 数 人 口 . ・ *'/

4 9

人

4 7 7,4 5 0 1 4 4 ,3 7 2
8 4 .㌢ 8 8 .,9% 4 7 0 ,3 6'今 14 2 ,5 9号 8 5.♂ 9 0.㌢ 4 0 2,5 5 」 1 2 8.3 4 冒

5 0 4 8 9,5 6 1 1 5 3 ,0 2 8 8 6 .2 8 8.5 4 8 9 ,0 3 0 1 52 ,9 1 6 8 6.3 8 8 .6 4 2 2,0 8 1 1 3 5,4 4 6

5 1 4 9 6,8 9 1 1 5 5 ,5 9 7 8 7.0 9 1.8 4 9 6 ,3 6 0 1 5 5,4 8 5 8 7.1 9 1.9 4 3 2,5 0 0 1 4 2,8 2 0

5 2 5 0 4 ,4 0 1 15 8 ,78 3 8 9 .3 9 3.5 5 0 3 ,8 7 0 1 5 8,6 7 1 8 9.4 9 3.6 4 5 0,4 2 2 14 8,4 8 5

5 3 5 1 0,3 3 9 1 6 1,3 8 7 8 9 .9 9 5.7 5 1 0 ,1 5 7 1 6 1,2 7 3 8 9.9 9 5.7 4 5 8,5 3 5 1 5 4,3 6 5

(2)配　水　量

訳
ー総配 水量

1 日 最 大 1 日 最 小 1 日平均 1人 1 日最 1人 1 日平 最大月の 1 日

配 水 . 量 ′醍 水 .量 配 水 量 大 配 水 量 均配 水 量 平 均 配 水量

4 9
3m

5 8,9 0 9 ,4 1 6
m 3

8/ 19 2 0 0,1 5 3
3m

1/ 1 1 1 9 ,5 9 7

3孤
1 6 1,3 9 6

I I 3m
1 8 7,1 3 45 0 0 4 0 3

5 0 6 5,3 1 8 ,5 2 8 8/ 4 2 2 1,7 0 2 1/ 1 1 3 0,9 4 6 1 7 8,4 6 6 5 4 3 4 3 3 2 0 3 ,3 9 8

5 1 6 6,4 6 4 ,4 4 1 2 2 1,1 5 0 1/ 1 1 3 5 ,9 4 1 1 8 2,0 9 4 5 1 6 4 2 4 2 0 8 ,4 8 7

5 2 6 9,9 6 6 ,9 9 7 8/1 2 3 8,3 3 0 1/ 1 1 4 4 ,9 9 9 1 9 1,6 9 0 5 3 4 4 2 9 2 1 7,2 6 0

5 3 7 3,2 1 9 ,4 2 9 7/ 24 :2 4 8 ,4 6 1 1/ 4 1 4 5,7 壷6 2 0 0,6 0 1 5 4 7 4 4 0 2 3 3,4 6 2

(3)有収水量と無効水量

分

ワこ

総 有 収

水 量

1 日平均

秋 水
有収 率 無 収 水 量 無 収率 総 有 効 水 量

1 日平 均

有 効 水 量
有 効 率 無 効 水 量 M Zb %

4 9

3 3 % 3 % 3 3 % 3 %
m m 孤 m m m

4 4 ,4 9 9 ,3 0 9 1 2 1 ,9 1 6 7 5 .7 4 6 7 ,1 1 2 0 .7 9 4 4 ,9 6 6 ,4 2 1 1 2 3 ,1 9 6 7 6 .5 1 3 ,8 2 0 ,9 0 1 2 3 .5

5 0 4 9 ,0 1 4 ,0 0 5 1 3 3 ,9 1 8 7 5 .8 4 8 9 ,5 9 0 0 .7 6 4 9 ,5 0 3 ,5 9 5 1 3 5 ,2 5 6 7 6 .5 1 5 ,1 8 2 ,9 4 7 2 3 .5

5 1 5 0 ,4 3 3 ,0 3 4 1 3 8 ,1 7 3 7 6 .0 5 4 4 ,5 7 6 0 .8 2 5 0 ,9 7 7 ,6 1 0 1 3 9 ,6 6 5 7 6 .8 1 5 ,3 7 3 ,6 3 8 2 3 .2

5 2 5 3 ,0 6 0 ,5 1 8 1 4 5 ,3 7 1 7 6 .0 6 7 1.6 6 3 0 .9 6 5 3 ,7 3 2 ,1 8 1 1 4 7 ,2 1 1 7 7 .0 1 6 ,0 6 5 ,9 2 8 2 、3 .0

5 3 5 5 ,3 0 0 ,9 2 8 1 5 1 ,5 0 9 7 6 .0 3 3 2 ,8 3 2 0 .4 6 5 5 ,6 3 3 ,7 6 0 1 5 2 ,4 2 1 7 6 .5 1 7 ,0 9 2 ,5 8 1 2 3 .5

(4)水道管延長

Fヌ 導 水 管 送 水 曹 . 酉邑l)水 管

年度 延 長 延 長 延 長

4 9
m m m

7 ,8 4 8 1 8 ,9 2 9 1ー0 6 9,1 8 0

5 0 8 ,0 5 4 2 0,0 6 5 1,1 1 0,0 1 2

5 1 l l,7 2 7 2 0,0 6 5 1,1 5 5,9 4 0

5 2 1 3 ,3 5 3 2 0 ,0 6 5 1,2 1 5,7 2 7

5 3 1 4 ,0 7 4 2 0,0 9 4 1,2 9 2,2 4 1

(5)口径・用途別給水量及び収入状況
(昭和53年度)

I h i

A.用 途 別

給 水 量 構 成 比 収 入 構 成 比

般

用

帆
3
m

3 3 .5 4 3 ,3 0 5

% 円 %

1 3 6 0 .6 5 2 ,3 7 8 ,2 0 6 ,2 4 1 4 9 .5 1

2 0 4 ,1 7 3 ,4 9 1 7 .5 5 3 2 6 ,8 3 7 ,7 8 6 6 .8 0

2 5 4 ,8 4 9 ,1 1 1 8 .7 7 4 4 6 ,6 1 8 ,4 1 8 9 .2 9

4 0 3 ,4 4 7 ,9 6 6 6 .2 3 4 3 1 ,5 2 4 ,4 4 0 8 .9 8

5 0 2 ,9 8 9 ,4 4 7 5 .4 0 3 9 0 ,9 1 9 ,3 5 2 8 .1 4

7 5 3 ,3 8 3 ,6 3 4 6 .1 2 4 5 1 ,6 6 9 ,6 4 7 9 .4 0

1 0 0 1 ,5 9 1 ,5 2 2 2 .8 8 2 1 5 ,9 4 6 ,7 5 9 4 .4 9

1 5 0 7 6 7 ,1 2 3 1 .3 9 1 0 0 ,6 1 1,5 5 0 2 ,0 9

湯 屋 用 2 0 3 ,0 3 5 0 .3 7 5 ,2 1 2 ,9 1 3 0 .l l

共 用 1 4 1 ,6 9 3 0 .2 6 6 ,9 4 2 ,5 2 0 0 .1 4

- 時 用 2 1 0 ,6 0 1 0 .3 8 ′5 0 ,4 7 3 ,4 8 0 1 .0 5

計 5 5 ,3 0 0 ,9 2 8 1 0 0 .0 0 4 ,8 0 4 ,9 6 3 ,1 0 6 10 0 .0 0
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(6)簡　易　水　道 (昭54.4.1現在)

地 区 通水開始年月日 水源の種類 醍 . 水 設 備 給水方式 給水戸数 給水人 口

千 . 昭 3 1.8.1 8 谷間湧水

容 量 3 0 m3 1 池

ろ過池 2 池

口 径 7 5 m

自然流下式

戸

4 6

K

2 0 7

3　料金選び加入金二

(1)水道料金
昭和52年12月22日改定

昭和53年　2月1日実施(簡易水道は昭和53年7月1日実施)

区 分

口径

. 用途別

基 本 判 金

( 1 月 につ き )

従 量 料 金 ( 1 Tがにつき)

第 一 段 第 二 段 第 三 段 第 四 段

般

用

1 3 mm 8 m3以 下 4 0 0 円 9 m 3以 上

2 0 m'以下

7 0 円

2 1 以上

3 0 , 以 下

8 0 円

3 1 m1以上

4 0 m 3以下

9 0 円

4 1 : 一以上

1 0 0 円

2 0 "サ 8 m,山 F 5 0 0 W

2 5 m血 8 m8以下 7 0 0 円

4 0 mm 1,8 0 0 円

l m a以上

5 0 m3以下

1 0 0 円

5 1 m8以 上

1 0 0 m '以下

1 1 0 円

1 0 1 m3以上

5 0 0 m3以下

1 2 0 円

5 0 l rが.以上

1 3 5 円

5 0 - 4 ,0 0 0 円

7 5 mm 7,0 0 0 円

1 0 0 mni 1 2 ,0 0 0 円

1 5 0 mn 2 5,0 0 0 円

浴 場 営 業 用 1 5 0 m3以下 3,0 0 0 円 1 5 1 m3以 上 1 I刺 こつ き 2 5 円

共 用 給 水 装 置
1 戸につ き 6 m 8以下

( 基本水量 ) 2 0 0 円
基 本水量 をこえる水量 1 Ⅲデにつ き 3 0 円

一 時 用 1 m3 につ き 2 4 0 円

私 設 消火 せ ん
口径 5 0 m .未満 2 0 分以 内 1 個 1 回につき 3 0 0 円

口径 5 0 . 以上 2 0 分以内 1 個 1 回につ き 6 0 0 円

連合専用給水装置 1 戸につ き一般用 の料金を適用

簡 易 水 道 一般用の料金に より算定

a)共同住宅の料金 昭和52年12月22日制定
昭和53年　2月　1日実施

、金

口径

基 本 料 金

(1月につき)

従 . 量 利 金

第 一 段 第 二 段 第 三 段 第 四 段

4Q m
8 m3に戸数を I 2 mサ以下 13~ 2 2 m3 23~ 3 2 m 3 3 3 m3以上

未 満
乗じて得た量 1∬Pにつき 1m至につき lm'につき lm'につき
醐 以下

4 0 0 円に戸数

7 0 円 O R 9 0円 i o o n

4 0 mi.

以 上

5 0 rf 以下 51~ 10 0m3 101′、う00m3 50 1 1㌔以上
を乗 じて得た lmSにつき 1m3につき 1m" ごつき lIがにつき
顔 1 0 0 円 1 1 0 円 1 2 0 円 1 3 5円

餌o 「共同住宅」とは、受水槽を設けて、給水を受ける住
宅

○各戸に局で定めたメーターが敢何られている場合は、各戸

毎のメータ-口径に応じた「一般用」の利金を適用

o各戸にメーターが取付られていない場合は、上記の利金を

適用

-272-

(3)加入金雷雲霊冒E20H
MIH霊宝
メータl口径 加入金(基準叡).

nJn
1 3

3 0,0 0 0 円

2 0 6 0,0 0 0

2 5 9 0,0 0 0

4 0 3 0 0,0 00

5 0 5 4 0,0 0 0

7 5 1,0 5 0,0 0 0

10 0 2,1 0 0,0 00

15 0 3,0 0 0,0 0 0

(注)増径工事の場合は現在の口径と

新口径の差額とする



(4)料金収納状況

ォ

(昭和53年度)

区 分 人 員
交 付 額 収 納 . 鶴 収 納 率 1人1カ月当たり交 付額

件 数 金 額 件 数 金 P 衛 件数 & m 件 数 」 H

委 託集 金 6 0
件 円 件 円 % % 件 円

1,1 5 6 ,3 6 4 2 ,5 2 1 ,8 5 3 ,9 1 3 1,0 4 3 ,9 2 3 2 ,2 9 7 ,6 5 7 ,5 1 9 0 .2 8 9 1 .l l 1 ,6 0 6 3 ,5 0 2 .5 7 4

整 理 集 金 3 4,5 3 8 2 1 ,9 4 1 ,3 0 8 4 ,3 1 7 1 9 ,1 9 2 ,2 0 3 9 5 .1 3 8 7 .4 7 1 2 6 6 0 9 ,4 8 0

計 6 3 1 ,1 6 0 ,9 0 2 2 .5 4 3 ,7 9 5 ,2 2 1 1 ,0 4 8 ,2 4 0 2 ,3 1 6 ,8 4 9 ,7 2 0 9 0 .3 0 9 1 .0 8 1 ,5 3 5 3 ,3 6 4 ,8 0 8

(注)昭和42年4月1日委託業務開始

委　託　先　熊本市練兵町10番1号　株式会社肥後集金センタ-

委託件数　月平均96,364件　　委託率100%

委託手数料　徴収1件につき82円(昭54. 4. 1改定)

4　経　営　状　況

(1)収益的収支の推移 (単位　円)

年 、度

事 項
4 9 5 0 5 1 5 2 5 3

総 収 益 1 ,9 5 1,5 9 4 ,4 8 2 2 ,2 5 3 ,3 4 3 ,5 2 3 3 ,7 4 9 ,6 8 0 ,4 5 5 3 ,9 4 3 ,2 6 9 ,1 4 8 5 ,0 4 3 ,5 2 3 ,5 0 3

科 金 収 入 1 ,8 8 0 ,0 5 5 ,2 1 2 2 ,1 7 8 ,2 7 7 ,3 2 6 3 ,6 4 5 ,5 1 6 ,3 9 4 3 ,8 0 2 ,6 8 1,9 4 7 4 ,8 0 5 ,4 7 6 ,9 5 4

そ の 他 収 入 7 1 ,5 3 9 ,2 7 0 7 5 ,0 6 6 ,1 9 7 1 0 4 ,1 6 4 ,0 6 1 1 4 0 ,5 8 7 ,2 0 1 2 3 8 ,0 4 6 .5 4 9

総 費 用 2 ,4 4 5 ,4 1 7 ,7 6 6 2 ,8 5 8 ,3 4 4 ,0 6 9 3 ,2 4 6 ,1 0 9 ,2 0 4 3 ,7 0 3 ,2 1 4 ,5 6 2 4 ,0 9 2 ,2 5 4 ,8 4 2

職 員 給 与 費 1,1 5 7 ,7 2 4 ,4 8 4 1 ,2 9 6 ,4 6 4 ,9 9 8 1 ,3 7 8 ,6 2 9 ,3 8 4 1 ,5 4 2 ,4 0 0 ,3 7 2 1 ,6 7 6 ,8 3 7 ,4 9 9

電 力 費 2 3 8 ,3 6 7 ,6 2 8 2 7 6 ,7 4 7 ,7 9 1 3 5 1,9 6 3 ,8 2 0 4 0 7 ,4 5 0 ,4 6 9 4 0 8 ,0 8 7 ,3 5 4

物 件 費 5 4 ,8 7 5 ,0 1 4 5 2 ,5 1 3 ,5 5 7 5 8 ,4 3 9 ,3 6 3 7 6 ,3 7 0 ,4 0 4 1 0 1 ,5 0 2 ,3 3 7

減 価 償 却 費 2 5 5 ,6 6 7 ,7 1 3 3 0 9 ,6 7 5 ,7 6 4 3 7 7 ,5 3 6 ,5 6 7 4 4 6 ,3 6 0 ,3 4 6 5 0 9 ,7 0 6 ,6 4 7

支 払 利 息 4 3 4 ,7 0 3 ,6 6 0 5 7 8 ,7 9 6 ,2 0 6 6 6 4 ,3 7 3 ,3 0 0 7 2 3 ,1 0 8 ,0 6 4 7 5 8 ,1 5 1 ,2 0 3

そ の 他 3 0 4 ,0 7 9 ,2 6 7 3 4 4 ,1 4 5 ,7 5 3 4 1 5 ,1 6 6 ,7 7 0 5 0 7 ,5 2 4 ,9 0 7 6 3 7 ,9 6 9 ,8 0 2

単 年 度 損 益 △ 4 9 3 ,8 2 3 ー2 8 4 △ 6 0 5 ,0 0 0 ,5 4 6 5 0 3 ,5 7 1 ,2 5 1 2 4 0 ,0 5 4 ,5 8 6 9 5 1 ,2 6 8 ,6 6 1

(2)資本的収支の推移　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(単位　円)

年 度

事 項
4 9 5 C 5 1 5 2 5 3

資 本 的 収 入 1 ,6 7 2 ,6 5 6 ,7 4 9 1 ,4 3 5 ,5 1 4 ,6 4 5 2 ,1 6 6 ,1 4 8 ,8 3 3 1 ,7 6 1,2 8 4 ,5 5 8 1 ,4 2 7 ,4 9 1 ,4 9 4

企 業 債 1 ,4 9 1 ,0 0 0 ,0 0 0 1 ,2 7 1 .4 0 0 ,0 0 0 1 ,7 8 3 ,2 0 0 ,0 0 0 1,3 8 0 ,3 0 0 ,0 0 0 1 ,0 2 6 ,4 0 0 ,0 0 0

そ の 他 収 入 1 8 1 ,6 5 6 ,7 4 9 1 6 4 ,1 1 4 ,6 4 5 3 8 2 ,9 4 8 ,8 3 3 3 8 0 ,9 8 4 ,5 5 8 4 0 1,0 9 1 ,4 9 4

資 本 的 支 出 2 ,1 7 2 ,3 1 2 ,9 1 5 1 ,6 0 8 ,4 1 0 ,0 0 9 2 ,2 6 7 ,4 4 2 ,4 7 3 2 ,1 3 1 ,6 1 4 ,8 4 9 2 ,0 7 7 ,4 5 2 .1 4 2

建 設 改 良 費 2 ,0 8 3 ,5 2 6 ,2 4 4 1 ,4 9 9 ,4 0 9 ,0 2 2 2 ,1 3 2 ,3 5 8 ,8 6 9 1,9 6 8 ,3 2 3 ,4 8 8 1 ,8 8 4 ,6 8 5 ,2 6 8

企 業 債 償 麗 金
8 8 ,7 8 6 ,6 7 1 1 0 9 ,0 0 0 ,9 8 7 1 3 5 ,0 8 3 ,6 0 4 1 6 3 ,2 9 1 ,3 6 1 1 9 2 ,7 6 6 ,8 7 4

資 本 的 収 支 不 足 額 4 9 9 ,6 5 6 ,1 6 6 1 7 2 ,8 9 5 ,3 6 4 1 0 1 ,2 9 3 ,6 4 0 3 7 0 ,3 3 0 ,2 9 1 6 4 9 ,9 6 0 ,6 4 8
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(3)供給単価及び給水原価　　　　　　　　　　　　　　　　　　(単位　円/m3)

事 項 年 度
4 4 4 5 4 6 4 7 4 8 4 9 5 0 5 1 5 2 5 3

供 給 単 価 3 2 .1 4 3 2 .2 7 3 2 .2 6 3 2 .0 2 4 1.1 8 4 2 .2 5 4 4 .4 4 7 2 .2 9 7 1.6 7 8 6 .8 9

給 水 原 価 2 8 .8 2 3 1.5 8 3 3 .4 6 3 5 .9 4 4 0 .0 7 5 4 .1 6 5 7 .5 4 6 3 .5 6 6 8 .6 5 7 2 .0 8

損 益 3 .3 2 0 .6 9 △ 1 .2 0 △ 3 .9 2 1.l l △ 1 1 .9 1△ 1 3 .1 0 8 .7 3 3 .0 2 1 4 .8 1

5　職員数及び給与

(1 )職種別職員数
(昭54.4.1現在)

n .v i 叫小
蒋 別 職 事 務 聯 技 術 職 検 針 そ の 他 サ+

罪 1 8 7 2 0 3 3 3 4 3 2 8

女 0 2 3 0 0 0 2 3

計 1 1 1 0 2 3 3 3 4 3 5 1

(2)職種別1人月平均給与額等
(昭54.4月分)

職種別

事項
特 別 職 事 務 職 技 術 職 検 針 そ の 他 計

基 本 給田 4 2 6,7 0 0 2 3 9 ,4 7 6 2 1 8 ,1 3 0 1 8 1,8 3 3 2 6 5 ,9 5 0 2 2 1,9 6 3

特殊 勤務手当(円 0 6,6 9 7 9,4 9 4 1 0,4 2 7 7 ,8 9 0 8,6 8 5

超過 勤務手当㈹ 0 1 2 ,3 9 2 1 8.7 7 3 l l,8 6 5 1 8 ,6 9 0 1 6,1 1 6

その 他の手当㈹ 0 8.1 4 6 8 ,5 2 3 7,4 1 4 6 ,3 2 5 8,2 7 4

合 計 ㈹ 4 2 6,7 0 0 2 6 6,7 1 1 2 5 4,9 2 0 2 1 1,5 3 9 2 9 8 ,8 5 5 2 5 5 ,0 3 8

牛 齢 g ) 5 7.3 4 4.8 4 1.6 3 6.5 5 5 4 2 .3

勤 続 年 数印 3.3 2 1.1 1 7.3 1 2.8 2 2 .5 1 8 .1

(荏)合計欄は特別職を除く
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6　施　　設

(1)水　道施設　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(昭54.4.1現在)

名 称 竣 工 年 次 施 設 能 力

施 設 内 容

井 戸 ボ ン′ プ

浅 ー架 取 水 送 水 配 水

衣

港

也

八 景 水 谷 大 1 4. 2 5,0 0 0 mV 旬 2 本

1

2 本 2 台 4 台 負

健 軍 昭 2 5 . 1 2 9 2 ,0 0 0 1 3 6 2 5

3

3

- 本 木 2 7. l l 1 6,0 0 0 3 3 2

亀 井 3 0 . 8 ,0 0 0 1 3 3 2

1

3

川 尻 3 6 . 9 ,0 0 0 2 2

城 山 3 8 . l l,0 0 0 4 4

沼 山 津 4 6 . 4 4 ,5 0 0 8 8

麻 生 田 4 4 . 3 3 ,0 0 0 8 8

託 麻 4 5. 1 1移管 5.0 0 0 3 3 2

山 室 5 0. 8 ,0 0 0 2 2 2

池 上 5 1 . 1 0,0 0 0 4 4 2

醍

水

池

立 田 山 大 1 4 . 2 2 ,5 0 0 m 3 鉄筋 コンク .) J ト造 り 5 池

徳 王 昭 3 5 . 1 3 .5 0 0 3

川 尻 3 6 . 1,4 4 0 2

城 山 3 8 . 2 ,6 3 0 2

託 麻 4 5 . 1 1移管 5 0 0 ノ2

岩 倉 山 4 7 . l l,2 5 0 3

健 軍 4 9 . 2 4 ,0 0 0 2

万 、日 山 5 1. 5,0 0 0 2

加

症

筏 岡 山 3 5 . 8 S o 迫 /時 ポンプ 2 台

大 窪 3 6 . 1 0 9 .6 2

島 崎 3 8. 7 2 2

長 迫 3 9 . 5 4 2

立 田 山 4 0. 1,5 0 0 2

ポ

岩 倉 山 4 0. l l 2

高 平 4 0. 8 9 .6 2

ン′

~>7 a 4 1. 8.4 1

上 松 尾 4 3. 1 2.6 2

プ
谷 尾 崎、 4 4 . 1 3.2 2

つ ゝ じ ケ 丘 4 4. 1 0 2 1 1

節 本 妙 寺 4 7. 1 2 7 5 2

it 4 9 . 3 3 .6 2

本 妙 寺 第 2 4 9. 2 5.2 2

水 質 検 査 室 4 9. 水 質 分 析 器 機 ⊥ 式

水 道 記 念 喝 4 9 . 展 示 物 2 0 0 余 点

(荏)施設能力欄中　水源地　取水最大能力　配水池　容量　加圧ポンプ所・-・・揚水量を示す

(2)局　　舎

所　在　地　熊本市水前寺6丁目2番45号　　　構　　造　鉄筋コンクリート、地下1階、

敷地面積　9,344nf　　　　　　　　　　　　　　　　　　地上3階、塔屋1階

建物面積　延3,48Onf　　　　　　　　　　　　施　　　工　龍建設株式会社

着　　　工　昭和37年12月28日　　　　　　　総　工　費　190,621千円

竣　　　工　昭和38年12月20日
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